
磁気アルキメデスの原理＝磁場中の浮⼒（アルキメデスの原理）の原理
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水の磁気浮上

分離技術への応⽤

この論文でEarnshawの定理（1842年に発見）

に修正が加えられ、それまで不可能だと思わ
れていた様々なことが可能となった
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プラスチック材料の精密分離手法
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光を⽤いた非接触マニピュレーション技術の開発
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